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1.　はじめに　　嗅覚が周辺の温度や湿度などによって影
響されることが知られているが、その影響の度合いや傾向
については様々な報告1)-3)があり、そのメカニズムの解明も
含めて十分な知見やデータが得られていないのが現状であ
る。そこで本研究は建築空間の快適なにおい環境設計に資
するため、建築内での代表的なにおいを対象に、その閾値
（以下嗅覚閾値と呼ぶ）及び各主観評価に温熱環境が及ぼす
影響を明らかにすることを目的としている。本報では建築
内に存在する代表的なにおいより木材臭、塗料臭、腐敗臭
の主成分であるα -ピネン、トルエン、メチルメルカプタ
ンを対象として、人工気候室内でのにおい袋を用いた官能
試験により、環境の温度及び湿度が各臭気の嗅覚閾値、臭
気強度、快・不快度、非容認者率に及ぼす影響について検
討を行った結果について報告する。なお本報は前報4)を再
構成したものである。
2.　実験概要　　各薬品をそれぞれ瓶（150ml，ガラス製）
に適量入れ、瓶内が臭気で満たされた後、注射器を用いて
瓶内臭気をサンプリングバッグに捕集する。検知管を用い
てバッグ内臭気の濃度を特定した後、無臭空気を捕集した
におい袋に所定の倍数になるよう希釈する。表1に示す温
湿度条件に設定した人工気候室で、パネルに提示を行った。
パネルはT&Tオルファクトメータに合格した22～24歳の
男子学生8名であり、以下の両実験とも1つの温湿度条件
につき3回の実験を行った。また、実験時のパネルの着衣
はTシャツと長ズボン等で約0.5clo、代謝量は椅座軽作業
を想定して1.2metとした。
2.1　三点比較式臭袋法による嗅覚閾値測定　　実験
は、2002年6月1日～11月1日に行った。パネルは人
工気候室で1時間椅座軽作業状態（読書など）で待機
し、各温湿度条件に順応した後に実験を行った。その
間、Hardy&DuBoisの7点法5)に基づいて皮膚に装着し
たT型熱電対で皮膚温を測定し、皮膚温が定常状態に
なることを確認した。三点比較式臭袋法は3倍系列の
下降法によって、選定した3種
の臭気について行った。
2.2　主観評価実験　　実験は、
2002年11月11日～1月20日に
行った。前の実験同様、熱電対
を用いて皮
膚温を測定
した状態で

1時間の待機時間を設けて、各温湿度条件にパネルが順応し
た後に実験を行った。選定した3種の臭気について、表2に
示すそれぞれ5段階の濃度に希釈を行い、3分間隔で順不同
にパネルに提示を行った。においの主観評価についての評
価項目は、表3の通りである。においの強さ、快適性につ
いては大迫6)により等間隔性が高いとされている6段階の臭
気強度及び9段階の快・不快度を用い、印象については既
往の研究7)により抽出された4つの因子、「親しみ」、「新鮮
さ」、「複雑さ」、「温かさ」について各7段階評価とした。容
認性については、長時間その室にいる状態を想定させた上
での許容の可否を評価させた。
3.　実験結果と考察　　
3.1　温湿度が嗅覚閾値に与える影響　　得られた結果よ
り、各温湿度条件について個人内の閾値のばらつきと個人
間の閾値のばらつきについて検定を行ったところ、両者の
ばらつきに概ね有意な
差は見られなかった。
これより各温湿度条件
につき 8名のパネルよ
り得られる 3回分の計
24個のデータについて
上下カットを行い、12
個のデータの平均値を
各温湿度条件の閾値と
して図1に示した。図中
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（１）異なる温度条件の比較（相対湿度50%）

（２）異なる湿度条件の比較（気温25℃）

（■：本実験結果　▲：光田らによる実験結果）

図1　温湿度と嗅覚閾値との関係

表3　においの評価項目
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には、光田ら8)による実験結果を併記している。また、温
度条件間及び湿度条件間の嗅覚閾値について母平均の差の
検定を行った結果、いくつかの条件間で有意差が見られた
が、光田らの結果と比較してもわかる通り、嗅覚閾値の測
定は実験室やパネルによりかなり左右されていることが推
測され、ここでの有意差が必ずしも温湿度の差異で生じた
ものであると断定はできない。しかし、全体的な嗅覚閾値
のばらつきを考慮しても、温湿度が高くなるほど嗅覚閾値
が高い傾向が全体的に得られていることがわかる。
3.2　濃度とにおいの強さとの関係　　図2に臭気の濃度
と臭気強度との関係を示す。図中のプロットは評価値の中
央値を表し、それぞれ各温湿度条件間における濃度と臭気
強度との関係の比較を行っている。全ての物質で、濃度が
高くなるほどにおいを強く感じる傾向が見られる。温度条
件間（1）では、α -ピネンの30℃条件で全体的ににおい
を弱く感じていることがわかる。湿度条件間（2）では、α-
ピネンの25%条件では全体的に弱く感じられており、メ
チルメルカプタンの25%条件の低濃度でもにおいが弱く
感じられている傾向が見られる。
3.3　濃度とにおいの快適性との関係　　図3に臭気の濃
度と快・不快度との関係を示す。全ての物質で濃度が高く
なるほどにおいを不快に感じる傾向が見られる。α-ピネ
ンでは高濃度でも「不快」域の評価に留まっているが、メ
チルメルカプタンでは濃度が高くなると「非常に不快」と
いう評価を得ている。温度条件間（1）では、α-ピネンの
30℃条件でやや不快が緩和される傾向が見られる。湿度条
件間（2）では差異は見られない。
3.4　濃度とにおいの容認性との関係　　図4に臭気の濃度
とにおいの非容認者率との関係を示す。全物質で濃度が増
すほどにおいを容認できないと感じる傾向が見られる。α-
ピネンでは濃度による非容認者率の増加は小さい傾向にあ
り、トルエンでは低濃度域での非容認者率は低いが、高濃
度域では非容認者率が100%に近いことがわかる。温度条件
間（1）では、α-ピネンの30℃条件で高濃度でも非容認者
率が高くならない傾向が見られ、濃度の影響がかなり小さ
くなっている。湿度条件間（2）では、α-ピネンの25%条
件で全体的に非容認者率が低い傾向が見られる。
4.　おわりに　　温湿度が嗅覚閾値に及ぼす影響および温
湿度が濃度と各評価項目の関係に及ぼす影響について、基
礎的な知見が得られた。今後はにおいの各評価項目間の関
係の温湿度差についても検討を行い、においと温熱の主観
評価間の関係についても明らかにしていく所存である。
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